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次回定例会の予定

２月２２日開会日
２月２８日～３月１日一般質問

３月１日議案質疑

３月７日～１３日特別委員会
３月４日～６日常任委員会

３月１９日閉会日 

※２月１６日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。
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５００万円

２，９８０万円

６５万円

５億４，８００万円

３億３，０００万円

１６億１，９００万円

４，６１２万円

４，０００万円

૱ᄤवࡴ

　浸水対策事業費

　　　・原鶴調整池ポンプ取替及び水位計設置に要する費用

　災害関連地域防災がけ崩れ対策事業費

　就学援助事業費（中学校新制服購入支援）

　河川災害復旧事業費

　道路橋りょう災害復旧事業費

　農地、農業用施設、林道災害復旧事業費

　職員等の給与改定や人事異動等に伴う人件費

　生活保護費

12月補正予算 （令和５年度）

※ 12月補正予算の一部を抜粋しています。

※ この他に、国民健康保険特別会計、介護保険特別会計、水道事業会計、簡易水道事業会計、下水道事業

　 会計の補正を行いました。

【定例会・臨時会概要】

　出産（予定）月を基準として、産前１か月、産

後２か月、合計４か月分相当額の国民健康保険税

を軽減します。多胎妊娠の場合は、産前３か月と

なり、合計６か月分相当額を軽減します。

　　　　　　　　　　　　　▶ 委員会審査 Ｐ.４

朝倉市国民健康保険税条例の
一部改正

　令和５年７月の大雨災害からの復興を発信し、

風評被害を払拭することで、朝倉市への誘客を

促進する取組を行います。

　市内宿泊施設で、芸能人（タレント）による

トークショー等を計画しています。

　　　　　　　　　　　　▶ 委員会審査 Ｐ.５

あさくら誘客プロモーション事業
２７６万円

物価高騰の影響を大きく受ける低所得世帯（住

民税非課税世帯等）に、経済的支援として１世帯

あたり現金７万円を給付します。

　全額、国の予算による事業です。

物価高騰対策等生活支援事業
３億９，４００万円

【定例会・臨時会概要】
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※写真はイメージです。

令和６年１月臨時会 （令和６年１月１６日開催）

工事請負契約の締結 （新庁舎建設工事）

朝倉市手数料条例の一部改正

●工事箇所　　朝倉市甘木２３２番地１ほか７筆

●工事概要　　本庁舎棟新築工事　鉄筋コンクリート造免震構造６階建

　　　　　　　　　　　　　　　　延べ床面積　９，１２５．３５平方メートル

　　　　　　　附属棟新築工事　　鉄骨造２階建

　　　　　　　　　　　　　　　　延べ床面積　　　５５９．３２平方メートル

●工期　　　　令和６年１月から令和７年１１月まで

●請負契約額　５７億７，５００万円

●工事請負人

前田・才田・羽野特定建設工事共同企業体

代表構成員　前田建設工業株式会社九州支店

　　構成員　株式会社才田組

　　構成員　株式会社羽野組

　　　　　　　　▶ その他の工事概要　Ｐ13

　コンビニ交付手数料を減額します。

　　期　間：令和６年２月１日から令和６年１２月３１日まで

　　手数料：改正前 １通３００円 → 改正後 １通１０円

　　対　象：住民票の写し、印鑑登録証明書

　　　　　　　　　　▶ その他の改正内容　Ｐ13
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ᇱ
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ฯ
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ฯ
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፯
の
ࡴ
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෇
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が
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で
あ
り
、
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ያ
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႘
の
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前
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෇
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。

　
軽
減
෇
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ၫ
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Ⴁ
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႟
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ඉ
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ま
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た
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和
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年
11
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21
႘
、
甘
木
ዲ

བྷ
ࣆ
の
ࣆ
児
が
議
඘
見
学
に
ሞ
れ

ま
し
た
。
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᎕
感
೅
の
႘
に
Ɩ
な
ん
で
、

職
඘
見
学
と
し
て
朝
倉
市
ዂ
所
を

ሞ
れ
た
も
の
で
、
市
ዂ
所
や
議
会

の
౗
事
を
学
ん
で
も
ら
え
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
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႘
は
、
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ኣ
ᆱ
議
ྙ
、
௨
々

木
ᆱ
市
ྙ
、
議
会
事
務
અ
職
員
か

ら
、
議
会
や
市
ዂ
所
の
౗
事
に
つ

い
て
、
お
Ꭽ
が
あ
り
ま
し
た
。

ࣆ
児
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
質
問

が
あ
り
、
ଭ
ਂ
な
ฤ
が
議
඘
に
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き
ま
し
た
。
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意
見
が
あ
る
ƈ
と
を
考
慮
し
た
。

見
ྞ
し
に
つ
い
て
は
、
学
校
、
Ň
ŋ

ĸ
等
に
よ
る
ଙ
၀
࡙
員
会
で
一
ద

年
か
ら
議
論
し
、
導
ႚ
の
ଅ
論
に

౼
っ
た
。

議
඘
で
の
お
Ꭽ
が
೸
わ
る
と
、

議
ྙ
ಬ
な
ど
、
市
ዂ
所
内
を
見
学

し
ま
し
た
。

ࣆ
児
た
Ɩ
が
大
き
く
な
っ
て
も
、

今
ष
の
見
学
が
思
い
出
と
し
て

ౖ
っ
て
い
る
と
い
い
で
す
Ƣ
。

ク
Ǣ
⻟
ー
)
の
ౄ
इ
ᅉ
を
、
Ⴉ
齢

設
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な
し
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ࡴ
෗
あ
た
り
Ĭ
ħ
ħ

ࣅ
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し
て
い
る
の
は
な
Ƒ
か
⺰
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今
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の
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の
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を
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も
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で
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。
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の
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は
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に
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を
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。
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ま
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、
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の
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た
も
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で
、
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所
や
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の
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を
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で
も
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え
る
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会

に
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ま
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。
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、
議
会
事
務
અ
職
員
か

ら
、
議
会
や
市
ዂ
所
の
౗
事
に
つ

い
て
、
お
Ꭽ
が
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児
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ら
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く
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の
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に
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見
が
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る
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を
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し
た
。

見
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し
に
つ
い
て
は
、
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校
、
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等
に
よ
る
ଙ
၀
࡙
員
会
で
一
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、
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の
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に
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。
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で
の
お
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が
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わ
る
と
、
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な
ど
、
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所
内
を
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も
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⻟
ー
)
の
ౄ
इ
ᅉ
を
、
Ⴉ
齢

設
࿊
な
し
Ɯ
ࡴ
෗
あ
た
り
Ĭ
ħ
ħ

ࣅ
Ɲ
し
て
い
る
の
は
な
Ƒ
か
⺰
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ƭ
の
๊
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を
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事
に
し
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い
く
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Ғ

ॺ
஑
ੱ
育
に
ƙ
い
て

ғ

ȅ
ッ
ǳ
၍
行
ᅊ
ႍ
に
ƙ
い
て

自
他
の
命
を
守
る
人
権
教
育
、
道
徳

教
育
に
つ
い
て
は
、
年
間
を
通
じ
て
計
画
的
、

系
統
的
に
行
う
事
を
大
切
に
し
て
い
る
。
現

在
の
取
組
を
継
続
す
る
中
で
、
今
後
は
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
に
、
外
部
講
師
に
よ
る

授
業
、
あ
る
い
は
学
校
の
外
で
の
体
験
に

よ
っ
て
本
物
と
触
れ
合
い
、
児
童
生
徒
を
育

成
す
る
授
業
を
増
や
し
た
い
。

　
　
学
校
教
育
で
の
活
用
の
ほ
か
、
秋
月

博
物
館
や
甘
木
歴
史
資
料
館
で
の
特
別
展

等
も
考
え
ら
れ
る
。
梅
ヶ
谷
の
功
績
を
周

知
し
、
後
世
に
伝
え
る
よ
う
努
め
る
。
わ

　
　い
の
ち
の
೨
業
に
ƙ
い
て
、
ௗ
ଢ଼
に

୶
Ɔ
た
೘
ຎ
は
⺰

　
　
小
学
校
９
人
、
中
学
校
２
人
の
合
計

11
人
。
法
律
の
規
定
で
、
児
童
生
徒
18
人

に
対
し
て
１
人
の
指
導
教
員
の
配
置
基
準

に
な
っ
て
い
る
。
指
導
補
助
者
の
配
置
を

含
む
国
の
事
業
は
、
朝
倉
市
で
取
組
が
可

能
か
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

　
　日
቎
୤
౪
၏
Ɓ
ᅢ
ጅ
な
॒
国
෗
ಋ
ၔ

生
ည
෾
に
ƙ
い
て
⺰
ま
た
、
౪
၏
ੱ
員
は

ໃ
ƹ
せ
な
い
の
か
⺰

　
　
動
物
愛
護
団
体
主
催
の
災
害
避
難
時

の
訓
練
に
、
市
職
員
も
参
加
し
た
。
連
携

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
　ȅ
ッ
ǳ
၍
行
ᅊ
ႍ
に
୶
Ɔ
て
、
໢
ཆ

体
ƹ
ಆ
೗
Ɲ
の
ᎌ
ૢ
は
進
ǈ
Ɯ
い
る
の
か
⺰

　
　
今
年
度
内
に
は
、
現
庁
舎
の
活
用
に

つ
い
て
一
定
の
方
向
性
を
出
し
、
令
和
７

年
度
ま
で
に
跡
地
活
用
の
方
針
を
示
し
た

い
。
様
々
な
議
論
を
行
い
、
地
域
、
市
民

か
ら
安
心
し
て
喜
ば
れ
る
よ
う
な
活
用
を

考
え
て
い
く
。

　
　ଵ
ྃ
಻
の
฿
地
活
用
に
ƙ
い
て
、
ௗ

ଢ଼
の
ሑ
୶
ต
は
⺰

　
　
河
川
の
流
水
の
正
常
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が
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持
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๖
に
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ǁ
た
ቚ
ᅹ
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の
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࿪
ฝ
Ɯ
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の
か
、
ଙ
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ᅢ
ጅ
ƕ
Ɲ
考
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る
⺰
ま
た
、
௨
田
๖
の

瀬
โ
ǁ
の
原
ࢀ
Ɲ
ू
๷
策
は
⺰

　
　
筑
後
川
上
流
域
で
の
更
な
る
治
水
機

能
の
強
化
を
求
め
て
お
り
、
引
き
続
き
関

係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
く
。

འ
ଢ଼
๖
の
ಓ
水
৿
Ⴗ
の
੫
ँ
策
は
⺰

　
　
小
石
原
川
ダ
ム
だ
け
で
洪
水
被
害
が

軽
減
で
き
る
か
、
強
い
関
心
を
抱
い
て
い

る
。
筑
後
川
の
治
水
機
能
の
強
化
策
と
併

せ
て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

小
ุ
原
๖
の
ಓ
水
໴
策
は
⺰
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新
ྃ
಻
ଔ
設
に
ᄔ
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ଵ
ྃ
಻
は
ƞ
Ż
な
る
の
か

　
　ௗ
ଢ଼
の
動
୶
を
し
っ
か
り
ಘ
し
て
ほ
し
い

　
　
原
鶴
温
泉
の
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
、
管
理
費
用
や
利
用
者
の
安
全
性
な
ど

を
考
慮
し
な
が
ら
、
筑
後
川
河
川
事
務
所

と
協
議
し
て
い
く
。

　
　原
࿁
パ
ー
ク
ǟ
ル
Ȁ
඘
を
Ǖ
ー
ǳ

ǘ
ャ
ン
プ
ƹ
Ǵ
ッ
グ
ラ
ン
့
、
໣
ኬ
࿨
な

活
用
Ɓ
Ɯ
き
な
い
か
⺰

　
　
地
域
の
発
展
に
繋
が
る
意
見
交
換
を

商
工
会
等
と
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　൒
୿
व
Ⴡ
ኪ
व
৛
の
฿
地
活
用
策
に

ƙ
い
て
、
Ⴡ
ኪ
ǻ
Ǥ
࿄
೮
ᇩ
の
活
ต
ँ
策

な
ƞ
、
市
Ɲ
࡝
ଣ
交
হ
の
඘
を
設
Ɔ
る
こ

Ɲ
Ɓ
Ɯ
き
な
い
か
⺰

　
　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
資
料
作
成
や

技
術
的
な
指
導
な
ど
、
引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
。

　
　農
地
ཨ
৖
管
理
事
業
の
ȍ
ǲ
ル
事
業

に
೘
り
ຎ
ǈ
Ɯ
い
る
ਵ
৮
਺
ዶ
水
ဘ
地
ू

ፕ
ત
ƭ
の
支
援
を
⺰

　
　
被
災
し
た
地
域
住
民
へ
の
説
明
は
、

と
て
も
重
要
で
あ
る
。
地
域
と
一
緒
に

な
っ
て
復
旧
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
寒
水
川
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
県
と
関

係
機
関
会
議
を
組
織
し
て
進
め
て
い
く
。

　
　ఆ
॔
ᆲ
੊
事
業
に
ƙ
い
て
、
ᅇ
ఆ
者

ƭ
の
๊
ነ
の
࿮
࿌
を
⺰

႘ኾ ໽ම　議員
ひ   ֭ やֵ֭֘

ુ቎ ฝშ　議員
֎まׁ֧ まさひ׌

ん
ぱ
く
相
撲
も
継
続
す
る
。

で
き
る
最
低
限
の
流
量
と
し
て
設
定
さ
れ

た
が
、
現
在
も
瀬
切
れ
が
発
生
す
る
事
は
、

大
変
遺
憾
に
思
う
。
原
因
と
改
善
策
に
つ

い
て
は
、
河
川
事
務
所
や
水
資
源
機
構
に

求
め
て
い
く
。
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を

商
工
会
等
と
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　൒
୿
व
Ⴡ
ኪ
व
৛
の
฿
地
活
用
策
に

ƙ
い
て
、
Ⴡ
ኪ
ǻ
Ǥ
࿄
೮
ᇩ
の
活
ต
ँ
策

な
ƞ
、
市
Ɲ
࡝
ଣ
交
হ
の
඘
を
設
Ɔ
る
こ

Ɲ
Ɓ
Ɯ
き
な
い
か
⺰

　
　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
資
料
作
成
や

技
術
的
な
指
導
な
ど
、
引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
。

　
　農
地
ཨ
৖
管
理
事
業
の
ȍ
ǲ
ル
事
業

に
೘
り
ຎ
ǈ
Ɯ
い
る
ਵ
৮
਺
ዶ
水
ဘ
地
ू

ፕ
ત
ƭ
の
支
援
を
⺰

　
　
被
災
し
た
地
域
住
民
へ
の
説
明
は
、

と
て
も
重
要
で
あ
る
。
地
域
と
一
緒
に

な
っ
て
復
旧
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
寒
水
川
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
県
と
関

係
機
関
会
議
を
組
織
し
て
進
め
て
い
く
。

　
　ఆ
॔
ᆲ
੊
事
業
に
ƙ
い
て
、
ᅇ
ఆ
者

ƭ
の
๊
ነ
の
࿮
࿌
を
⺰

႘ኾ ໽ම　議員
ひ   ֭ やֵ֭֘

ુ቎ ฝშ　議員
֎まׁ֧ まさひ׌

ん
ぱ
く
相
撲
も
継
続
す
る
。

で
き
る
最
低
限
の
流
量
と
し
て
設
定
さ
れ

た
が
、
現
在
も
瀬
切
れ
が
発
生
す
る
事
は
、

大
変
遺
憾
に
思
う
。
原
因
と
改
善
策
に
つ

い
て
は
、
河
川
事
務
所
や
水
資
源
機
構
に

求
め
て
い
く
。
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地
੃
温
ཊ
化
が
さ
ら
に
進
め
ば
、
洪

水
の
発
生
ᆇ
度
は
さ
ら
に
ஸ
ま
る
。
ு
࢑

の
ᆇ
発
、
૽
ෝ
化
を
大
変
৭
ᛖ
し
て
い
る
。

　
　
ௗ
Ⴉ
Į
ଈ
の
வ
࢑
ፘ
Ɓ
、
ௗ
ଢ଼
は
ဴ

た
り
๶
に
な
る
の
Ɯ
は
な
い
か
⺰

　
　
ᇓ
成
29
年
度
に
は
、
小
中
一
৓
校
の

ଔ
設
्
ౡ
ያ
定
だ
っ
た
が
、
７
月
の
ડ
ೱ

ሾ
部
ு
࢑
災
害
に
よ
り
、
ଔ
設
を
ጽ
ᇱ
せ

Ƌ
る
を
ၜ
な
く
な
っ
た
。
ƒ
の
後
、
事
業

௺
्
に
向
け
て
௺
ู
్
を
行
っ
た
と
ƈ

ǂ
、
事
業
費
が
大
ᆳ
に
増
加
す
る
ƈ
と
が

ᇀ
か
っ
た
。
ଙ
၀
を
重
Ƣ
て
き
た
が
、
ଔ

設
中
౱
と
い
う
ન
ഐ
の
ଂ
ཉ
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
今
後
は
、
秋
月
小
f
中
学
校
を
ໜ
続
さ

せ
、
児
童
生
徒
の
減
൛
を
ሻ
ƃ
な
が
ら
、

ƈ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
教
育
の
さ
ら

な
る
発
展
に
最
善
を
ෞ
く
す
。

　
　
小
ุ
原
๖
ǫ
ム
の
ગ
਼
ሐ
ጺ
は
ष

ᅊ
さ
ǁ
た
に
Ʒ
か
か
Ǆ
ら
Ə
、
ऀ
ᤨ
地

ત
Ɯ
家
ࣴ
の
ළ
水
့
Ɓ
ᄇ
生
し
た
⺰
小

ุ
原
๖
の
ಓ
水
Ⴗ
፛
の
୶
එ
Ɓ
ᅢ
ጅ
Ɯ

は
な
い
の
か
⺰

　
　
೷
ଈ
ཨ
ॺ
஑
ત
の
小
ཨ
ࡴ
৓
஑
ଔ
設

に
ƙ
い
て
、
市
ྙ
か
ら
事
業
ཨ
౱
Ɓ
࿿
え

ら
ǁ
た
⺰
ଔ
設
੤
ਢ
व
Ʒ
、
ન
ഐ
の
ଂ
ཉ

を
さ
ǁ
た
⺰
ௗ
ଢ଼
、
೷
ଈ
஑
ત
の
ੱ
育
を

ƞ
Ż
進
ƶ
て
い
く
の
か
⺰

ᄖ田 የూ　議員
はג だ ׅう֝う

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

朝
ຘ
市
の
ಓ
水
໴
策
に
ƙ
い
て

ғ

朝
ຘ
市
の
ੱ
育
に
ƙ
い
て

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

ఆ
॔
ᆲ
੊
事
業
の
進
ྜྷ
Ɲ
ƒ
の
ଢ଼
に

ƙ
い
て

ғ

එ
ࡔ
૱
ब
の
ᇥ
ஏ
に
ƙ
い
て

　
　
૥
川
水
系
の
工
事
は
、
令
和
Ĭ
年
度

中
の
೸
ፇ
を
ያ
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
災

害
復
旧
に
ᄔ
う
工
事
ೆ
ፊ
の
通
行
に
よ
る

道
᎓
ᇲ
ົ
等
の
ໟ
ോ
ङ
所
は
、
県
と
市
で

対
ࣤ
ङ
所
を
ᇀ
༶
し
、
計
画
的
に
ธ
ᅏ
し

て
い
く
。
し
か
し
、
今
年
７
月
の
ு
࢑
災

　
　
ᇓ
ถ
29
Ⴉ
Į
ଈ
ડ
ೱ
ሾ
部
ு
࢑
ఆ
॔

の
ᆲ
੊
に
お
い
て
、
૥
๖
水
૩
の
ू
ፕ
ᆲ

੊
事
業
は
೸
Ǆ
り
Ɓ
ઝ
づ
い
て
い
る
⺰
地

域
の
ሑ
y
に
Ʒ
་
ᇥ
੤
፛
を
い
た
ƕ
き
、

ී
ሎ
Ʒ
し
て
い
た
ƕ
い
た
Ɓ
、
௻
೸
࿨
な

事
業
র
ፇ
は
い
ƙ
か
⺰
ま
た
、
୿
事
に
ᄔ

Ż
་
૙
車
ፊ
の
ࣣ
጖
に
よ
る
ോ
ǈ
ƕ
ၗ
᎓

の
ೲ
ᆲ
့
は
、
Ǟ
Ȋ
⻞
Ƕ
Ǳ
⻘
Ɲ
ᎌ
ૢ
し

て
、
全
体
の
࿾
ଙ
を
Ǝ
Ʈ
き
Ɯ
は
な
い
か
⺰

害
の
ࢬ
੽
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
ཛ

れ
も
ያ
ມ
さ
れ
る
。
地
域
と
ഋ
ᇀ
協
議
し

な
が
ら
対
ࣤ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
ၾ
に
は
高
໒
Ǐ
ン
Ǫ
ー
Ɓ
Ī
ƙ
あ

る
Ɓ
、
Ʒ
っ
Ɲ
ዛ
୲
ጦ
用
を
⺰
ၟ
に
朝
ຘ

Ǐ
ン
Ǫ
ー
の
ዛ
୲
ጦ
用
を
考
え
る
Ʈ
き
⺰

　
　
朝
倉
Ǐ
Ȟ
Ǫ
⺳
周
ᇩ
の
ဘ
地
活
用
に

つ
い
て
は
、
੍
住
ৄ
੩
や
Ⴚ
業
生
ౌ
ৄ
੩

に
配
慮
し
な
が
ら
、
工
業
、
ౌ
業
用
地
と

し
て
の
活
用
な
ど
、
民
間
参
ႚ
が
෨
ら
れ

る
よ
う
な
౮
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
地
੃
温
ཊ
化
を
見
ข
え
た
事
前
の
ሻ

災
対
策
、
洪
水
被
害
軽
減
に
向
け
、
国
や

県
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

ቋᅐ ഡ஖　議員
։ ׉ֺ ֧しひ׌

【一般質問】 【一般質問】

　
　
ఖ
ท
見
通
し
の
฾
ಌ
ᆳ
は
、
ဴ
๹
ሶ

ら
ん
で
い
く
。
現
ཌ
ॎ
で
は
、
ຳ
合
的
体

育
౮
設
ଔ
設
を
ᄕ
ཉ
す
Ʈ
き
時
ৼ
に
጖
て

い
な
い
。

　
　
ま
だ
、
ƒ
の
よ
う
な
ଙ
၀
に
は
౼
っ

て
い
な
い
。

　
　
朝
農
฿
地
Ɯ
の
総
஽
࿨
体
育
施
設

は
、
ᇓ
ถ
28
Ⴉ
Ɯ
は
ዃ
37
ࣳ
ࣅ
の
ଔ
設

ᅉ
Ɯ
あ
っ
た
Ɓ
、
ᆾ
अ
高
၉
の
ࢬ
੽
Ɯ
、

ଵ
ఓ
Ɯ
は
ዃ
50
ࣳ
ࣅ
ࡒ
එ
Ɲ
考
え
ら
ǁ

る
⺰
ଔ
設
し
た
඘
஽
、
ௗ
ଢ଼
の
ఖ
政
ଣ

通
し
ƭ
の
ࢬ
੽
は
⺰

　
　
総
஽
࿨
体
育
施
設
ଔ
設
Ɓ
ያ
࿊
さ

ǁ
て
い
た
ဘ
地
を
৞
Ƶ
Ĩ
ቮ
２
ħ
ħ
ħ

Ӈ
を
ౕ
࿊
࿨
な
໣
ኬ
࿨
グ
ラ
Ǒ
ン
Ǵ
に

ธ
ᅏ
Ǝ
る
の
は
ᄗ
໴
Ɯ
あ
る
⺰
ௗ
の
ಐ

༉
に
஽
っ
た
、
෗
を
ା
Ʈ
る
公
ࣆ
に
Ǝ

　
　
ຳ
合
的
体
育
౮
設
は
、
市
ྙ
の
႞
ৼ

中
に
は
作
ら
な
い
と
明
ସ
し
て
い
る
。
጖

年
度
に
は
ೂ
会
資
本
ธ
ᅏ
ຳ
合
交
ᆋ
ઞ
の

෇
ษ
を
し
、
Ǜ
Ȕ
Ǒ
Ȟ
Ǵ
ธ
ᅏ
を
進
め
て

い
き
た
い
。

る
た
ƶ
に
Ʒ
、
総
஽
࿨
体
育
施
設
ଔ
設

を
წ
౸
に
኱
し
、
全
体
૱
ब
を
௺
ဗ
ଙ

၀
Ǝ
Ʈ
き
Ɯ
は
な
い
か
⺰

　
　
総
஽
࿨
体
育
施
設
ଔ
設
の
ଣ
௔
ƴ
Ɓ

ጵ
た
な
い
の
Ɯ
あ
ǁ
ƥ
、
Ꭱ
ਾ
ँ
し
た
৅

ኪ
体
育
Ǧ
ン
Ǫ
ー
Ɲ
৅
ኪ
ᆦ
ၗ
৛
の
ଔ
໼

を
ଙ
၀
Ɯ
き
な
い
か
⺰
ଵ
市
ྃ
಻
฿
地
、

৅
ኪ
公
ࣆ
、
་
ᇓ
山
့
を
৞
ƶ
、
ࡴ
体
࿨

な
Ǥ
Ȉ
ー
ǯ
Ǔ
リ
ア
、
健
康
ໃ
進
Ǔ
リ
ア

Ɲ
し
て
ธ
ᅏ
Ǝ
る
ஓ
ມ
は
ƞ
Ż
か
⺰ೲጫfᇱ๺ƠƤ଺ैƁŷǀ

�එa৅ኪ໲ࡱǦȞǪ|
ऀa৅ኪᆦၗ৛�

ၝࢰ 秀ഡ　議員
֧֎な֋ ひで֧し

動画はこちら

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

総
஽
࿨
体
育
施
設
ଔ
設
の
ᄕ
ཉ
に

ƙ
い
て

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

ᆊ
ဎ
஑
໴
策
ĺ
ņ
ĺ
ņ
Ń
ņ
プ
ラ
ン

の
೘
ຎ
に
ƙ
い
て

ғ

ࡤ
住
࿊
住
້
進
の
た
ƶ
の
子
育
て
支

援
策
に
ƙ
い
て

(

全
ī
ஶ
ኬ
・
ࡴ
部
を
ૡ
ఐ
し
て
い
ま
Ǝ)

ň

ࡤ
住
࿊
住
້
進
を
ƞ
Ż
進
ƶ
る
の
か

ĸ
全
ྃ
࿨
に
ᎌ
ૢ
し
๗
ጸ
व
ਢ
を
行
Ż

　
　
઱
き
教
ಬ
等
を
活
用
し
た
੍
඘
所
ƚ

く
り
や
Ņ
Ň
ņ
法
人
と
の
連
携
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
学
校
支
援
Ǭ
⺳
ム
を
組
織

し
て
、
ᇱ
護
者
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
ᇌ
ऎ
൶
の
ᆊ
ဎ
஑
໴
策
「
ĺ
ņ
ĺ
ņ

Ń
ņ
プ
ラ
ン
」
を
၃
ま
え
て
市
の
໴
応
は
⺰

　
　
兵
庫
県
相
生
市
Ɯ
は
、
市
ၾ
ఓ
住
の

඘
஽
Ɯ
Ʒ
住
宅
೘
ၜ
ൕ
፱
ઞ
を
ᇸ
助
し
て

い
る
⺰
朝
ຘ
市
Ɯ
Ʒ
Ɯ
き
な
い
か
⺰

　
　
現
在
、
市
内
在
住
者
は
補
助
の
対
ඉ

に
な
っ
て
い
な
い
。
事
業
ኬ
的
や
୲
ऐ
を

ᇀ
ื
し
、
現
在
の
補
助
ฑ
度
の
在
り
方
に

　
　
全
庁
的
に
連
携
し
、
๗
ጸ
会
議
を
ጵ

Ɩ
上
Ƈ
協
議
し
て
い
る
。
ࡤ
住
৵
ሰ
者
の

Ƕ
⺳
ǥ
を
Ⴞ
࠶
し
、
本
市
に
ȉ
⻜
Ǭ
し
た

取
組
を
組
織
ࣧ
ཉ
的
に
展
्
し
て
い
く
。

　
　
ࡤ
住
࿊
住
້
進
策
を
、
ƞ
の
よ
Ż
に

進
ƶ
よ
Ż
Ɲ
し
て
い
る
の
か
⺰

　
　
物
अ
ஸ
၉
ᇀ
に
対
す
る
補
助
等
、
ᇱ

護
者
の
ᆟ
༶
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
ኅ
ൌ
化
の
ያ
定
は
な
い
。
国
や
ઝ
፥

自
治
体
の
動
向
を
見
て
い
く
。

　
　
੉
ඳ
ᅉ
の
ኅ
ൌ
ँ
に
୶
Ɔ
た
࿶
ሰ
に

ƙ
い
て
ౙ
Ż
⺰

๝ᅐ อႏ　議員
ցさ ։ ֚い ֗

つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

動画はこちら

ƞ
Ż
Ǝ
る
小
ุ
原
๖
の
ಓ
水
Ⴗ
፛
の
୶
එ

動画はこちら

総
஽
࿨
体
育
施
設
は
წ
౸
Ɲ
Ǝ
Ʈ
き

動画はこちら

ᆲ
੊
事
業
Ɯ
ോ
ǈ
ƕ
ၗ
᎓
့
の
ೲ
ᆲ
を

൚ุ原๖ƣಓ水Ⴗ፛୶එƁਿƶƾǁǀ
�಼෉Ƥශ৅ኪੲ�

༱ࡴ෗೘ƿౖƊǁƟŹ
ॺƨƣᇱඏƠ୶ƆƔᆊဎ஑໴ప

Ǟ  
 
 

Ǟ

ロ
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地
੃
温
ཊ
化
が
さ
ら
に
進
め
ば
、
洪

水
の
発
生
ᆇ
度
は
さ
ら
に
ஸ
ま
る
。
ு
࢑

の
ᆇ
発
、
૽
ෝ
化
を
大
変
৭
ᛖ
し
て
い
る
。

　
　
ௗ
Ⴉ
Į
ଈ
の
வ
࢑
ፘ
Ɓ
、
ௗ
ଢ଼
は
ဴ

た
り
๶
に
な
る
の
Ɯ
は
な
い
か
⺰

　
　
ᇓ
成
29
年
度
に
は
、
小
中
一
৓
校
の

ଔ
設
्
ౡ
ያ
定
だ
っ
た
が
、
７
月
の
ડ
ೱ

ሾ
部
ு
࢑
災
害
に
よ
り
、
ଔ
設
を
ጽ
ᇱ
せ

Ƌ
る
を
ၜ
な
く
な
っ
た
。
ƒ
の
後
、
事
業

௺
्
に
向
け
て
௺
ู
్
を
行
っ
た
と
ƈ

ǂ
、
事
業
費
が
大
ᆳ
に
増
加
す
る
ƈ
と
が

ᇀ
か
っ
た
。
ଙ
၀
を
重
Ƣ
て
き
た
が
、
ଔ

設
中
౱
と
い
う
ન
ഐ
の
ଂ
ཉ
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
今
後
は
、
秋
月
小
f
中
学
校
を
ໜ
続
さ

せ
、
児
童
生
徒
の
減
൛
を
ሻ
ƃ
な
が
ら
、

ƈ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
教
育
の
さ
ら

な
る
発
展
に
最
善
を
ෞ
く
す
。

　
　
小
ุ
原
๖
ǫ
ム
の
ગ
਼
ሐ
ጺ
は
ष

ᅊ
さ
ǁ
た
に
Ʒ
か
か
Ǆ
ら
Ə
、
ऀ
ᤨ
地

ત
Ɯ
家
ࣴ
の
ළ
水
့
Ɓ
ᄇ
生
し
た
⺰
小

ุ
原
๖
の
ಓ
水
Ⴗ
፛
の
୶
එ
Ɓ
ᅢ
ጅ
Ɯ

は
な
い
の
か
⺰

　
　
೷
ଈ
ཨ
ॺ
஑
ત
の
小
ཨ
ࡴ
৓
஑
ଔ
設

に
ƙ
い
て
、
市
ྙ
か
ら
事
業
ཨ
౱
Ɓ
࿿
え

ら
ǁ
た
⺰
ଔ
設
੤
ਢ
व
Ʒ
、
ન
ഐ
の
ଂ
ཉ

を
さ
ǁ
た
⺰
ௗ
ଢ଼
、
೷
ଈ
஑
ત
の
ੱ
育
を

ƞ
Ż
進
ƶ
て
い
く
の
か
⺰

ᄖ田 የూ　議員
はג だ ׅう֝う

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

朝
ຘ
市
の
ಓ
水
໴
策
に
ƙ
い
て

ғ

朝
ຘ
市
の
ੱ
育
に
ƙ
い
て

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

ఆ
॔
ᆲ
੊
事
業
の
進
ྜྷ
Ɲ
ƒ
の
ଢ଼
に

ƙ
い
て

ғ

එ
ࡔ
૱
ब
の
ᇥ
ஏ
に
ƙ
い
て

　
　
૥
川
水
系
の
工
事
は
、
令
和
Ĭ
年
度

中
の
೸
ፇ
を
ያ
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
災

害
復
旧
に
ᄔ
う
工
事
ೆ
ፊ
の
通
行
に
よ
る

道
᎓
ᇲ
ົ
等
の
ໟ
ോ
ङ
所
は
、
県
と
市
で

対
ࣤ
ङ
所
を
ᇀ
༶
し
、
計
画
的
に
ธ
ᅏ
し

て
い
く
。
し
か
し
、
今
年
７
月
の
ு
࢑
災

　
　
ᇓ
ถ
29
Ⴉ
Į
ଈ
ડ
ೱ
ሾ
部
ு
࢑
ఆ
॔

の
ᆲ
੊
に
お
い
て
、
૥
๖
水
૩
の
ू
ፕ
ᆲ

੊
事
業
は
೸
Ǆ
り
Ɓ
ઝ
づ
い
て
い
る
⺰
地

域
の
ሑ
y
に
Ʒ
་
ᇥ
੤
፛
を
い
た
ƕ
き
、

ී
ሎ
Ʒ
し
て
い
た
ƕ
い
た
Ɓ
、
௻
೸
࿨
な

事
業
র
ፇ
は
い
ƙ
か
⺰
ま
た
、
୿
事
に
ᄔ

Ż
་
૙
車
ፊ
の
ࣣ
጖
に
よ
る
ോ
ǈ
ƕ
ၗ
᎓

の
ೲ
ᆲ
့
は
、
Ǟ
Ȋ
⻞
Ƕ
Ǳ
⻘
Ɲ
ᎌ
ૢ
し

て
、
全
体
の
࿾
ଙ
を
Ǝ
Ʈ
き
Ɯ
は
な
い
か
⺰

害
の
ࢬ
੽
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
ཛ

れ
も
ያ
ມ
さ
れ
る
。
地
域
と
ഋ
ᇀ
協
議
し

な
が
ら
対
ࣤ
し
て
い
き
た
い
。

　
　
市
ၾ
に
は
高
໒
Ǐ
ン
Ǫ
ー
Ɓ
Ī
ƙ
あ

る
Ɓ
、
Ʒ
っ
Ɲ
ዛ
୲
ጦ
用
を
⺰
ၟ
に
朝
ຘ

Ǐ
ン
Ǫ
ー
の
ዛ
୲
ጦ
用
を
考
え
る
Ʈ
き
⺰

　
　
朝
倉
Ǐ
Ȟ
Ǫ
⺳
周
ᇩ
の
ဘ
地
活
用
に

つ
い
て
は
、
੍
住
ৄ
੩
や
Ⴚ
業
生
ౌ
ৄ
੩

に
配
慮
し
な
が
ら
、
工
業
、
ౌ
業
用
地
と

し
て
の
活
用
な
ど
、
民
間
参
ႚ
が
෨
ら
れ

る
よ
う
な
౮
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
地
੃
温
ཊ
化
を
見
ข
え
た
事
前
の
ሻ

災
対
策
、
洪
水
被
害
軽
減
に
向
け
、
国
や

県
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

ቋᅐ ഡ஖　議員
։ ׉ֺ ֧しひ׌

【一般質問】 【一般質問】

　
　
ఖ
ท
見
通
し
の
฾
ಌ
ᆳ
は
、
ဴ
๹
ሶ

ら
ん
で
い
く
。
現
ཌ
ॎ
で
は
、
ຳ
合
的
体

育
౮
設
ଔ
設
を
ᄕ
ཉ
す
Ʈ
き
時
ৼ
に
጖
て

い
な
い
。

　
　
ま
だ
、
ƒ
の
よ
う
な
ଙ
၀
に
は
౼
っ

て
い
な
い
。

　
　
朝
農
฿
地
Ɯ
の
総
஽
࿨
体
育
施
設

は
、
ᇓ
ถ
28
Ⴉ
Ɯ
は
ዃ
37
ࣳ
ࣅ
の
ଔ
設

ᅉ
Ɯ
あ
っ
た
Ɓ
、
ᆾ
अ
高
၉
の
ࢬ
੽
Ɯ
、

ଵ
ఓ
Ɯ
は
ዃ
50
ࣳ
ࣅ
ࡒ
එ
Ɲ
考
え
ら
ǁ

る
⺰
ଔ
設
し
た
඘
஽
、
ௗ
ଢ଼
の
ఖ
政
ଣ

通
し
ƭ
の
ࢬ
੽
は
⺰

　
　
総
஽
࿨
体
育
施
設
ଔ
設
Ɓ
ያ
࿊
さ

ǁ
て
い
た
ဘ
地
を
৞
Ƶ
Ĩ
ቮ
２
ħ
ħ
ħ

Ӈ
を
ౕ
࿊
࿨
な
໣
ኬ
࿨
グ
ラ
Ǒ
ン
Ǵ
に

ธ
ᅏ
Ǝ
る
の
は
ᄗ
໴
Ɯ
あ
る
⺰
ௗ
の
ಐ

༉
に
஽
っ
た
、
෗
を
ା
Ʈ
る
公
ࣆ
に
Ǝ

　
　
ຳ
合
的
体
育
౮
設
は
、
市
ྙ
の
႞
ৼ

中
に
は
作
ら
な
い
と
明
ସ
し
て
い
る
。
጖

年
度
に
は
ೂ
会
資
本
ธ
ᅏ
ຳ
合
交
ᆋ
ઞ
の

෇
ษ
を
し
、
Ǜ
Ȕ
Ǒ
Ȟ
Ǵ
ธ
ᅏ
を
進
め
て

い
き
た
い
。

る
た
ƶ
に
Ʒ
、
総
஽
࿨
体
育
施
設
ଔ
設

を
წ
౸
に
኱
し
、
全
体
૱
ब
を
௺
ဗ
ଙ

၀
Ǝ
Ʈ
き
Ɯ
は
な
い
か
⺰

　
　
総
஽
࿨
体
育
施
設
ଔ
設
の
ଣ
௔
ƴ
Ɓ

ጵ
た
な
い
の
Ɯ
あ
ǁ
ƥ
、
Ꭱ
ਾ
ँ
し
た
৅

ኪ
体
育
Ǧ
ン
Ǫ
ー
Ɲ
৅
ኪ
ᆦ
ၗ
৛
の
ଔ
໼

を
ଙ
၀
Ɯ
き
な
い
か
⺰
ଵ
市
ྃ
಻
฿
地
、

৅
ኪ
公
ࣆ
、
་
ᇓ
山
့
を
৞
ƶ
、
ࡴ
体
࿨

な
Ǥ
Ȉ
ー
ǯ
Ǔ
リ
ア
、
健
康
ໃ
進
Ǔ
リ
ア

Ɲ
し
て
ธ
ᅏ
Ǝ
る
ஓ
ມ
は
ƞ
Ż
か
⺰ೲጫfᇱ๺ƠƤ଺ैƁŷǀ

�එa৅ኪ໲ࡱǦȞǪ|
ऀa৅ኪᆦၗ৛�

ၝࢰ 秀ഡ　議員
֧֎な֋ ひで֧し

動画はこちら

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

総
஽
࿨
体
育
施
設
ଔ
設
の
ᄕ
ཉ
に

ƙ
い
て

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

ᆊ
ဎ
஑
໴
策
ĺ
ņ
ĺ
ņ
Ń
ņ
プ
ラ
ン

の
೘
ຎ
に
ƙ
い
て

ғ

ࡤ
住
࿊
住
້
進
の
た
ƶ
の
子
育
て
支

援
策
に
ƙ
い
て

(

全
ī
ஶ
ኬ
・
ࡴ
部
を
ૡ
ఐ
し
て
い
ま
Ǝ)

ň

ࡤ
住
࿊
住
້
進
を
ƞ
Ż
進
ƶ
る
の
か

ĸ
全
ྃ
࿨
に
ᎌ
ૢ
し
๗
ጸ
व
ਢ
を
行
Ż

　
　
઱
き
教
ಬ
等
を
活
用
し
た
੍
඘
所
ƚ

く
り
や
Ņ
Ň
ņ
法
人
と
の
連
携
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
学
校
支
援
Ǭ
⺳
ム
を
組
織

し
て
、
ᇱ
護
者
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
ᇌ
ऎ
൶
の
ᆊ
ဎ
஑
໴
策
「
ĺ
ņ
ĺ
ņ

Ń
ņ
プ
ラ
ン
」
を
၃
ま
え
て
市
の
໴
応
は
⺰

　
　
兵
庫
県
相
生
市
Ɯ
は
、
市
ၾ
ఓ
住
の

඘
஽
Ɯ
Ʒ
住
宅
೘
ၜ
ൕ
፱
ઞ
を
ᇸ
助
し
て

い
る
⺰
朝
ຘ
市
Ɯ
Ʒ
Ɯ
き
な
い
か
⺰

　
　
現
在
、
市
内
在
住
者
は
補
助
の
対
ඉ

に
な
っ
て
い
な
い
。
事
業
ኬ
的
や
୲
ऐ
を

ᇀ
ื
し
、
現
在
の
補
助
ฑ
度
の
在
り
方
に

　
　
全
庁
的
に
連
携
し
、
๗
ጸ
会
議
を
ጵ

Ɩ
上
Ƈ
協
議
し
て
い
る
。
ࡤ
住
৵
ሰ
者
の

Ƕ
⺳
ǥ
を
Ⴞ
࠶
し
、
本
市
に
ȉ
⻜
Ǭ
し
た

取
組
を
組
織
ࣧ
ཉ
的
に
展
्
し
て
い
く
。

　
　
ࡤ
住
࿊
住
້
進
策
を
、
ƞ
の
よ
Ż
に

進
ƶ
よ
Ż
Ɲ
し
て
い
る
の
か
⺰

　
　
物
अ
ஸ
၉
ᇀ
に
対
す
る
補
助
等
、
ᇱ

護
者
の
ᆟ
༶
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
ኅ
ൌ
化
の
ያ
定
は
な
い
。
国
や
ઝ
፥

自
治
体
の
動
向
を
見
て
い
く
。

　
　
੉
ඳ
ᅉ
の
ኅ
ൌ
ँ
に
୶
Ɔ
た
࿶
ሰ
に

ƙ
い
て
ౙ
Ż
⺰

๝ᅐ อႏ　議員
ցさ ։ ֚い ֗

つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

動画はこちら

ƞ
Ż
Ǝ
る
小
ุ
原
๖
の
ಓ
水
Ⴗ
፛
の
୶
එ

動画はこちら

総
஽
࿨
体
育
施
設
は
წ
౸
Ɲ
Ǝ
Ʈ
き

動画はこちら

ᆲ
੊
事
業
Ɯ
ോ
ǈ
ƕ
ၗ
᎓
့
の
ೲ
ᆲ
を

൚ุ原๖ƣಓ水Ⴗ፛୶එƁਿƶƾǁǀ
�಼෉Ƥශ৅ኪੲ�

༱ࡴ෗೘ƿౖƊǁƟŹ
ॺƨƣᇱඏƠ୶ƆƔᆊဎ஑໴ప
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ň

公
共
施
設
の
包
括
管
理
に
ƙ
い
て

ĸ
県
ၾ
の
၏
ႚ
事
፯
Ʒ
あ
り
、
ᇭ
੫
し
た
い

ň

地
域
に
෉
ଏ
に
な
る
෗
を
ໃ
ƹ
せ

ĸ
ຼ
り
な
Ɓ
ら
ඡ
ੳ
Ⴞ
࠶
し
進
ƴ
た
い

ň

新
ྃ
಻
ƒ
ƥ
に
ጵ
体
ཱུ
車
඘
の
ธ
ᅏ
を

ĸ
ጵ
体
ཱུ
車
඘
の
ଔ
設
ያ
࿊
は
な
い

市ኁƁ೗ଚೄ
ƣ᎕။ৄ੩ǇธŽǀƠƤࡿੱ

　
　
現
本
庁
舎
や
२
支
所
等
の
一
般
጖
庁

者
の
ཱུ
ೆ
༊
෾
を
基
準
に
計
画
し
て
お

り
、
ཱུ
ೆ
඘
は
໑
り
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
新
ྃ
಻
の
ଔ
設
に
ᄔ
い
、
ǿ
ー
Ȉ
ー

ǳ
৅
ኪ
೮
ᇩ
に
İ
Ī
Ĭ
༊
ᇀ
の
ཱུ
車
඘

を
ธ
ᅏ
Ǝ
る
૱
ब
ƕ
Ɓ
、
໑
り
る
の
か
⺰

　
　
河
川
管
理
者
へ
意
見
ി
を
࿓
出
し
て

い
る
。

　
　
市
ၾ
の
Ĩ
ੇ
ओ
๖
に
ƙ
い
て
、
ဘ
௱

の
ᤠ
᥄
の
ጅ
ሰ
Ɓ
住
民
໊
か
ら
එ
Ɓ
っ
た

Ɲ
き
に
は
、
ƞ
Ż
໴
応
Ǝ
る
の
か
⺰

　
　
通
常
時
の
ཱུ
ೆ
඘
ᆊ
໑
は
ມ
定
し
て

お
ら
Ə
、
ጵ
体
ཱུ
ೆ
඘
の
ଔ
設
ያ
定
は
な

い
。
ጵ
体
ཱུ
ೆ
඘
は
コ
Ǥ
ǳ
ஸ
と
な
る
た

め
、
ཱུ
ೆ
඘
用
地
の
॰
ᇱ
に
౼
っ
た
૪
ࡦ

が
あ
る
。
今
႘
、
Ɖ
࿓
ࡎ
い
た
だ
い
た
内

ዴ
に
つ
い
て
、
ƈ
の
඘
で
市
の
考
え
を
示

す
ƈ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
ཱུ
車
඘
ᆊ
໑
Ɲ
交
通
ഐ
໾
の
リ
Ǥ
ク

を
ሎ
え
な
Ɓ
ら
ࢥ
ࢪ
Ǝ
る
よ
り
Ʒ
、
ጵ
体

ཱུ
車
඘
の
ଔ
設
を
࿓
ࡎ
し
た
い
⺰
ǿ
ー
Ȉ
ー

ǳ
৅
ኪ
༌
Ĩ
ཱུ
車
඘
に
ī
į
ħ
༊
೭
ዴ
の

ጵ
体
ཱུ
車
඘
を
ଔ
設
し
、
༌
Ī
ཱུ
車
඘
を

ᇪ
ਯ
し
て
Ʒ
、
Ĩ
ħ
ħ
Ĭ
༊
ᇀ
の
ཱུ
車
඘

Ɓ
॰
ᇱ
Ɯ
き
る
⺰
車
ፊ
の
動
๦
Ʒ
ธ
理
Ɯ

き
、
ഐ
໾
ো
Ꭼ
Ʒ
ৼ
໸
Ɯ
き
る
⺰
市
の
ฝ

規
ධ
員
の
ཱུ
車
඘
ጦ
用
は
ዛ
ፍ
Ɲ
し
、
ጦ

用
ፍ
を
ଔ
設
ᅉ
に
ഊ
て
る
Ɲ
、
市
の
ᆟ
༶

は
２
ࣳ
ࣅ
࿘
ဗ
Ɯ
అ
Ƶ
Ɲ
ଣ
௔
Ƶ
⺰

中島 秀樹　議員
なかしま ひで き

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

新
市
ྃ
಻
ଔ
設
に
ƙ
い
て

ғ

朝
農
฿
地
の
活
用
に
ƙ
い
て

Ҕ

ಓ
水
に
ƙ
い
て

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

朝
ຘ
市
Ɓ
ᄇ
࿶
Ǝ
る
た
ƶ
に
ः
を
し

た
ら
い
い
の
か

　
　
Ǣ
Ǳ
⻘
Ȃ
ロ
ȍ
⺳
Ǣ
⻟
Ȟ
ड
に
は
、

ƈ
れ
ま
で
の
৑
୯
Ň
ŉ
や
ஃ
ሇ
業
務
は
ആ

ዃ
し
て
お
ら
Ə
、
今
ま
で
に
な
い
事
業
を

　
　
Ǣ
Ǳ
⻘
プ
ロ
ȍ
ー
Ǣ
⻟
ン
Ɲ
は
、
地

域
を
ಏ
໗
࿨
に
ᄇ
࿶
さ
せ
る
た
ƶ
に
、
地

域
の
ት
፛
を
地
域
ၾ
॒
に
୲
ऐ
࿨
に
ຐ
ਿ

し
、
ƒ
ǁ
に
よ
り
、
෗
ఔ
・
ᆾ
ఔ
・
ಃ
ઞ
・

ග
ሇ
な
ƞ
の
ಃ
ଳ
を
地
域
ၾ
部
Ɯ
活
用
ई

Ⴗ
Ɲ
し
て
い
く
こ
Ɲ
⺰
ࡴ
ସ
Ɯ
ସ
Ż
な
ら

「
地
域
(
ま
ち
)
に
෉
ଏ
(
ȉ
ジ
)
に
な

る
෗
を
ໃ
ƹ
Ǝ
౗
ຎ
ƴ
」
ƕ
Ɲ
ସ
え
る
⺰

೗
ଚ
者
Ɯ
あ
る
市
民
Ɓ
෉
ଏ
(
ȉ
ジ
)
に

な
る
た
ƶ
に
は
、
༉
理
者
Ɯ
あ
る
ධ
員
Ɓ
、

෉
ଏ
(
ȉ
ジ
)
に
な
ら
な
い
Ɲ
、
ග
Ⴈ
ƹ

ມ
い
Ɓ
࿿
Ǆ
ら
な
い
⺰
ྃ
ၾ
に
๗
ጸ
࿨
に

ࣧ
શ
を
通
Ǝ
౗
ຎ
ƴ
Ɓ
ᅢ
ጅ
Ɯ
あ
る
⺰

考
え
る
ƈ
と
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、⻆
水

も
し
た
た
る
い
い
と
ƈ
ǂ
朝
倉
⻇
を
Ň
ŉ

し
て
い
き
た
い
。
災
害
で
大
変
お
世
Ꭽ
に

な
っ
た
全
国
の
方
々
に
、
朝
倉
市
が
ƈ
ん

な
ଭ
ਂ
な
ま
Ɩ
に
な
っ
た
と
感
೅
を
௔
め

て
発
ම
す
る
と
と
も
に
、
ଭ
ਂ
に
復
੹
し

た
朝
倉
市
に
は
、
ƈ
の
よ
う
な
特
න
が
あ

る
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
朝
倉
市
を
୻

き
に
な
り
、
Ȁ
⻗
Ȟ
に
な
る
と
、
ƒ
の
๐

に
関
係
f
交
流
人
୵
の
増
加
が
あ
り
、
さ

ら
に
ࡤ
住
定
住
が
あ
る
。Ň
ŉ
ऀ
೚
か
ら
༨

出
し
、⻆
最
ઝ
よ
く
朝
倉
市
っ
て
聞
く
よ
Ƣ
。

ኬ
に
す
る
よ
Ƣ
⻇
と
な
り
た
い
。
時
間
が

か
か
る
の
で
、
ኬ
ᅮ
な
ど
を
ଂ
め
る
の
は

難
し
い
が
、
ඡ
ੳ
を
Ⴞ
࠶
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

渡辺  　毅　議員
わたなべ つよし

【一般質問】 【一般質問】

　
　
२
ड
で
所
管
す
る
౮
設
を
管
理
し
、

ೲ
理
等
の
ዓ
๐
വ
ࡔ
を
ᆋ
け
て
い
る
。
ህ

উ
管
理
ฑ
度
は
ዛ
୲
な
೚
ཌ
だ
が
、
導
ႚ

に
は
౼
っ
て
い
な
い
。

　
　
Ȕ
Ǐ
Ǵ
Ǣ
⻚
Ǎ
の
今
後
の
展
्
も
၃

ま
え
、
地
ଭ
で
ฤ
が
上
が
る
な
ど
す
れ
ば
、

支
援
の
ଙ
၀
は
で
き
る
と
考
え
る
。

　
　
富
山
県
射
水
市
Ɯ
は
、
ᆷ
෾
の
公

共
施
設
管
理
を
ଔ
ᆾ
管
理
の
๔
኷
৫
業

に
委
༛
し
て
行
Ż
「
包
括
管
理
」
を
ಲ

施
し
て
い
る
⺰
ड
Ɖ
Ɲ
の
ഒ
আ
り
を
な

く
し
、
Ꭱ
ਾ
ङ
所
の
ග
ሇ
့
を
ࡴ
元
管

理
Ɯ
き
ǁ
ƥ
、
ೲ
๼
の
ዓ
๐
വ
ࡔ
を
付

Ɔ
ƹ
Ǝ
く
な
り
、
施
設
の
ት
፛
୶
එ
に

Ʒ
૬
Ɓ
る
⺰
朝
ຘ
市
の
公
共
施
設
の
ࡥ

ಏ
管
理
に
ƙ
い
て
ො
Ƣ
る
⺰

　
　
施
設
管
理
ƹ
ఆ
॔
な
ƞ
、
市
民
か

ら
の
相
ཎ
は
、
Ț
ン
Ǥ
ǳ
ッ
プ
Ɯ
໴
応

Ǝ
Ʈ
き
⺰

　
　
୰
੢
౮
設
管
理
を
災
害
復
旧
の
ັ
୵
の

一
ଭ
化
と
၍
様
に
考
え
る
ƈ
と
は
難
し
い

が
、
ସ
わ
れ
て
い
る
ƈ
と
は
理
श
で
き
る
の

で
、
ଙ
၀
し
て
い
く
。

　
　
෗
୵
に
よ
っ
て
地
域
公
共
交
通
の
ఓ

り
ሑ
は
࡫
Ż
の
Ɯ
は
⺰
地
域
Ǟ
Ȋ
⻞
Ƕ

Ǳ
⻘
に
႞
せ
る
考
え
ƹ
、
富
山
県
朝
日
町

の
「
ノ
ッ
カ
ル
あ
さ
ひ
ま
ち
」
の
よ
Ż
な
、

ȉ
Ǐ
カ
ー
に
よ
る
ඔ
り
஽
い
公
共
交
通
Ʒ

視
ኾ
に
、
新
し
い
交
通
体
૩
の
ಲ
ආ
ಲ
験

を
ଙ
၀
し
て
ƴ
る
Ʈ
き
Ɯ
は
な
い
か
⺰

ſୗŹƊƳƣਂಏƖƜ
དࡰƷঊตँ

�ǹǮǖȖŷƊƧƳƖ�

飯田 早苗　議員
いい  だ さ なえ

動画はこちら

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

公
共
施
設
の
包
括
管
理
に
ƙ
い
て

ғ

ȉ
Ǐ
カ
ー
ඔ
り
஽
い
公
共
交
通
に
ƙ

い
て

(

全
ī
ஶ
ኬ
・
ࡴ
部
を
ૡ
ఐ
し
て
い
ま
Ǝ)

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

ੱ
員
ᆊ
໑
Ɲ
။
き
ሑ
ू
ॹ
に
ƙ
い
て

ғ

ዛ
॔
ྛ
഑
ᅇ
॔
໴
策
に
ƙ
い
て

ň

ੱ
ධ
員
の
᎕
။
ৄ
੩
を
ธ
え
る
に
は

ĸ
။
き
ሑ
ू
ॹ
、
෗
員
॰
ᇱ
に
ෞ
፛
Ǝ
る

　
　
教
員
、
児
童
生
徒
੢
に
ഋ
ᇀ
な
教
育

ৄ
੩
が
॰
ᇱ
で
き
な
い
た
め
、
श
൯
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
ॺ
஑
ଵ
඘
Ɯ
の
ੱ
員
ᆊ
໑
の
ࢬ
੽
は
⺰

　
　
။
き
ሑ
ू
ॹ
は
、
ྙ
ಐ
৖
ઌ
ኃ
の
ू

๷
ƹ
業
ኃ
の
ଣ
ྞ
し
Ɓ
Ȉ
Ǐ
ン
ǳ
Ɲ
考
え

る
⺰
ƒ
の
ཨ
Ɯ
、
ੱ
員
業
ኃ
支
援
員
の
ዂ

আ
Ɲ
ვ
མ
に
ƙ
い
て
ො
Ƣ
る
⺰

　
　
ዛ
॔
ྛ
഑
に
よ
る
農
ఢ
ᆾ
ᅇ
॔
を
ଲ

൛
さ
せ
る
た
ƶ
に
は
、
高
齢
ँ
に
よ
る
ೝ

　
　
教
員
の
事
務
的
業
務
を
支
援
す
る
ዂ
আ

が
あ
る
。
఺
務
か
ら
ጱ
れ
て
、
౤
ど
も
༥
と

ไ
す
る
時
間
が
生
ま
れ
本
጖
の
業
務
に
取
り

組
む
ƈ
と
が
で
き
る
。
配
置
を
ଙ
၀
す
る
。

　
　
ඳ
႕
ശ
理
ま
で
の
時
間
が
ଂ
め
ら
れ

て
い
る
。
地
域
ኜ
ู
が
ஃ
い
朝
倉
市
に
お

い
て
、
現
ඡ
で
は
௘
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
ᆵ
岡
県
Ɯ
は
഑
႕
の
ጦ
活
用
を
推
進

し
て
い
る
⺰
朝
ຘ
市
の
考
え
は
⺰

　
　
令
和
ĭ
年
度
の
ኅ
ൌ
༃
ይ
に
つ
い

て
、
ଙ
၀
を
進
め
て
い
る
。

　
　
ೝ
ፐ
ኘ
੔
ಀ
験
の
ያ
ᅏ
講
೺
会
೥
験

料
の
補
助
、
२
೟
研
ೲ
会
を
ಲ
౮
し
、
॰

ᇱ
に
努
め
て
い
る
。

　
　
Ǣ
カ
に
よ
る
ᅇ
॔
Ɓ
ᅋ
ඛ
に
໣
い
⺰
Ț

Ǐ
ȏ
ー
Ȍ
ッ
Ǣ
⻞
న
の
၏
ႚ
Ɓ
ዛ
୲
Ɯ
は
⺰

柴山 恭子　議員
しばやま きょうこ

動画はこちら動画はこちら

動画はこちら
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ま    

ち

ȉ    

ジ

て
い
き
た
い
。

ፐ
者
の
ଲ
൛
໴
策
Ɓ
਼
ኃ
Ɯ
あ
る
⺰
こ
ǁ

ま
Ɯ
の
໴
策
は
⺰

し
⻔
ǈ
せ
ƙ

い

ƴ

Ə
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ň

公
共
施
設
の
包
括
管
理
に
ƙ
い
て

ĸ
県
ၾ
の
၏
ႚ
事
፯
Ʒ
あ
り
、
ᇭ
੫
し
た
い

ň

地
域
に
෉
ଏ
に
な
る
෗
を
ໃ
ƹ
せ

ĸ
ຼ
り
な
Ɓ
ら
ඡ
ੳ
Ⴞ
࠶
し
進
ƴ
た
い

ň

新
ྃ
಻
ƒ
ƥ
に
ጵ
体
ཱུ
車
඘
の
ธ
ᅏ
を

ĸ
ጵ
体
ཱུ
車
඘
の
ଔ
設
ያ
࿊
は
な
い

市ኁƁ೗ଚೄ
ƣ᎕။ৄ੩ǇธŽǀƠƤࡿੱ

　
　
現
本
庁
舎
や
२
支
所
等
の
一
般
጖
庁

者
の
ཱུ
ೆ
༊
෾
を
基
準
に
計
画
し
て
お

り
、
ཱུ
ೆ
඘
は
໑
り
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
新
ྃ
಻
の
ଔ
設
に
ᄔ
い
、
ǿ
ー
Ȉ
ー

ǳ
৅
ኪ
೮
ᇩ
に
İ
Ī
Ĭ
༊
ᇀ
の
ཱུ
車
඘

を
ธ
ᅏ
Ǝ
る
૱
ब
ƕ
Ɓ
、
໑
り
る
の
か
⺰

　
　
河
川
管
理
者
へ
意
見
ി
を
࿓
出
し
て

い
る
。

　
　
市
ၾ
の
Ĩ
ੇ
ओ
๖
に
ƙ
い
て
、
ဘ
௱

の
ᤠ
᥄
の
ጅ
ሰ
Ɓ
住
民
໊
か
ら
එ
Ɓ
っ
た

Ɲ
き
に
は
、
ƞ
Ż
໴
応
Ǝ
る
の
か
⺰

　
　
通
常
時
の
ཱུ
ೆ
඘
ᆊ
໑
は
ມ
定
し
て

お
ら
Ə
、
ጵ
体
ཱུ
ೆ
඘
の
ଔ
設
ያ
定
は
な

い
。
ጵ
体
ཱུ
ೆ
඘
は
コ
Ǥ
ǳ
ஸ
と
な
る
た

め
、
ཱུ
ೆ
඘
用
地
の
॰
ᇱ
に
౼
っ
た
૪
ࡦ

が
あ
る
。
今
႘
、
Ɖ
࿓
ࡎ
い
た
だ
い
た
内

ዴ
に
つ
い
て
、
ƈ
の
඘
で
市
の
考
え
を
示

す
ƈ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
ཱུ
車
඘
ᆊ
໑
Ɲ
交
通
ഐ
໾
の
リ
Ǥ
ク

を
ሎ
え
な
Ɓ
ら
ࢥ
ࢪ
Ǝ
る
よ
り
Ʒ
、
ጵ
体

ཱུ
車
඘
の
ଔ
設
を
࿓
ࡎ
し
た
い
⺰
ǿ
ー
Ȉ
ー

ǳ
৅
ኪ
༌
Ĩ
ཱུ
車
඘
に
ī
į
ħ
༊
೭
ዴ
の

ጵ
体
ཱུ
車
඘
を
ଔ
設
し
、
༌
Ī
ཱུ
車
඘
を

ᇪ
ਯ
し
て
Ʒ
、
Ĩ
ħ
ħ
Ĭ
༊
ᇀ
の
ཱུ
車
඘

Ɓ
॰
ᇱ
Ɯ
き
る
⺰
車
ፊ
の
動
๦
Ʒ
ธ
理
Ɯ

き
、
ഐ
໾
ো
Ꭼ
Ʒ
ৼ
໸
Ɯ
き
る
⺰
市
の
ฝ

規
ධ
員
の
ཱུ
車
඘
ጦ
用
は
ዛ
ፍ
Ɲ
し
、
ጦ

用
ፍ
を
ଔ
設
ᅉ
に
ഊ
て
る
Ɲ
、
市
の
ᆟ
༶

は
２
ࣳ
ࣅ
࿘
ဗ
Ɯ
అ
Ƶ
Ɲ
ଣ
௔
Ƶ
⺰

中島 秀樹　議員
なかしま ひで き

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

新
市
ྃ
಻
ଔ
設
に
ƙ
い
て

ғ

朝
農
฿
地
の
活
用
に
ƙ
い
て

Ҕ

ಓ
水
に
ƙ
い
て

ಱ
ኴ
ஶ
ኬ

Ғ

朝
ຘ
市
Ɓ
ᄇ
࿶
Ǝ
る
た
ƶ
に
ः
を
し

た
ら
い
い
の
か

　
　
Ǣ
Ǳ
⻘
Ȃ
ロ
ȍ
⺳
Ǣ
⻟
Ȟ
ड
に
は
、

ƈ
れ
ま
で
の
৑
୯
Ň
ŉ
や
ஃ
ሇ
業
務
は
ആ

ዃ
し
て
お
ら
Ə
、
今
ま
で
に
な
い
事
業
を

　
　
Ǣ
Ǳ
⻘
プ
ロ
ȍ
ー
Ǣ
⻟
ン
Ɲ
は
、
地

域
を
ಏ
໗
࿨
に
ᄇ
࿶
さ
せ
る
た
ƶ
に
、
地

域
の
ት
፛
を
地
域
ၾ
॒
に
୲
ऐ
࿨
に
ຐ
ਿ

し
、
ƒ
ǁ
に
よ
り
、
෗
ఔ
・
ᆾ
ఔ
・
ಃ
ઞ
・

ග
ሇ
な
ƞ
の
ಃ
ଳ
を
地
域
ၾ
部
Ɯ
活
用
ई

Ⴗ
Ɲ
し
て
い
く
こ
Ɲ
⺰
ࡴ
ସ
Ɯ
ସ
Ż
な
ら

「
地
域
(
ま
ち
)
に
෉
ଏ
(
ȉ
ジ
)
に
な

る
෗
を
ໃ
ƹ
Ǝ
౗
ຎ
ƴ
」
ƕ
Ɲ
ସ
え
る
⺰

೗
ଚ
者
Ɯ
あ
る
市
民
Ɓ
෉
ଏ
(
ȉ
ジ
)
に

な
る
た
ƶ
に
は
、
༉
理
者
Ɯ
あ
る
ධ
員
Ɓ
、

෉
ଏ
(
ȉ
ジ
)
に
な
ら
な
い
Ɲ
、
ග
Ⴈ
ƹ

ມ
い
Ɓ
࿿
Ǆ
ら
な
い
⺰
ྃ
ၾ
に
๗
ጸ
࿨
に

ࣧ
શ
を
通
Ǝ
౗
ຎ
ƴ
Ɓ
ᅢ
ጅ
Ɯ
あ
る
⺰

考
え
る
ƈ
と
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、⻆
水

も
し
た
た
る
い
い
と
ƈ
ǂ
朝
倉
⻇
を
Ň
ŉ

し
て
い
き
た
い
。
災
害
で
大
変
お
世
Ꭽ
に

な
っ
た
全
国
の
方
々
に
、
朝
倉
市
が
ƈ
ん

な
ଭ
ਂ
な
ま
Ɩ
に
な
っ
た
と
感
೅
を
௔
め

て
発
ම
す
る
と
と
も
に
、
ଭ
ਂ
に
復
੹
し

た
朝
倉
市
に
は
、
ƈ
の
よ
う
な
特
න
が
あ

る
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
朝
倉
市
を
୻

き
に
な
り
、
Ȁ
⻗
Ȟ
に
な
る
と
、
ƒ
の
๐

に
関
係
f
交
流
人
୵
の
増
加
が
あ
り
、
さ

ら
に
ࡤ
住
定
住
が
あ
る
。Ň
ŉ
ऀ
೚
か
ら
༨

出
し
、⻆
最
ઝ
よ
く
朝
倉
市
っ
て
聞
く
よ
Ƣ
。

ኬ
に
す
る
よ
Ƣ
⻇
と
な
り
た
い
。
時
間
が

か
か
る
の
で
、
ኬ
ᅮ
な
ど
を
ଂ
め
る
の
は

難
し
い
が
、
ඡ
ੳ
を
Ⴞ
࠶
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

渡辺  　毅　議員
わたなべ つよし

【一般質問】 【一般質問】

　
　
२
ड
で
所
管
す
る
౮
設
を
管
理
し
、

ೲ
理
等
の
ዓ
๐
വ
ࡔ
を
ᆋ
け
て
い
る
。
ህ

উ
管
理
ฑ
度
は
ዛ
୲
な
೚
ཌ
だ
が
、
導
ႚ

に
は
౼
っ
て
い
な
い
。

　
　
Ȕ
Ǐ
Ǵ
Ǣ
⻚
Ǎ
の
今
後
の
展
्
も
၃

ま
え
、
地
ଭ
で
ฤ
が
上
が
る
な
ど
す
れ
ば
、

支
援
の
ଙ
၀
は
で
き
る
と
考
え
る
。

　
　
富
山
県
射
水
市
Ɯ
は
、
ᆷ
෾
の
公

共
施
設
管
理
を
ଔ
ᆾ
管
理
の
๔
኷
৫
業

に
委
༛
し
て
行
Ż
「
包
括
管
理
」
を
ಲ

施
し
て
い
る
⺰
ड
Ɖ
Ɲ
の
ഒ
আ
り
を
な

く
し
、
Ꭱ
ਾ
ङ
所
の
ග
ሇ
့
を
ࡴ
元
管

理
Ɯ
き
ǁ
ƥ
、
ೲ
๼
の
ዓ
๐
വ
ࡔ
を
付

Ɔ
ƹ
Ǝ
く
な
り
、
施
設
の
ት
፛
୶
එ
に

Ʒ
૬
Ɓ
る
⺰
朝
ຘ
市
の
公
共
施
設
の
ࡥ

ಏ
管
理
に
ƙ
い
て
ො
Ƣ
る
⺰

　
　
施
設
管
理
ƹ
ఆ
॔
な
ƞ
、
市
民
か

ら
の
相
ཎ
は
、
Ț
ン
Ǥ
ǳ
ッ
プ
Ɯ
໴
応

Ǝ
Ʈ
き
⺰

　
　
୰
੢
౮
設
管
理
を
災
害
復
旧
の
ັ
୵
の

一
ଭ
化
と
၍
様
に
考
え
る
ƈ
と
は
難
し
い

が
、
ସ
わ
れ
て
い
る
ƈ
と
は
理
श
で
き
る
の

で
、
ଙ
၀
し
て
い
く
。

　
　
෗
୵
に
よ
っ
て
地
域
公
共
交
通
の
ఓ

り
ሑ
は
࡫
Ż
の
Ɯ
は
⺰
地
域
Ǟ
Ȋ
⻞
Ƕ

Ǳ
⻘
に
႞
せ
る
考
え
ƹ
、
富
山
県
朝
日
町

の
「
ノ
ッ
カ
ル
あ
さ
ひ
ま
ち
」
の
よ
Ż
な
、

ȉ
Ǐ
カ
ー
に
よ
る
ඔ
り
஽
い
公
共
交
通
Ʒ

視
ኾ
に
、
新
し
い
交
通
体
૩
の
ಲ
ආ
ಲ
験

を
ଙ
၀
し
て
ƴ
る
Ʈ
き
Ɯ
は
な
い
か
⺰
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ň

ੱ
ධ
員
の
᎕
။
ৄ
੩
を
ธ
え
る
に
は

ĸ
။
き
ሑ
ू
ॹ
、
෗
員
॰
ᇱ
に
ෞ
፛
Ǝ
る

　
　
教
員
、
児
童
生
徒
੢
に
ഋ
ᇀ
な
教
育

ৄ
੩
が
॰
ᇱ
で
き
な
い
た
め
、
श
൯
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
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ॺ
஑
ଵ
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ੱ
員
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は
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။
き
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ྙ
ಐ
৖
ઌ
ኃ
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ू

๷
ƹ
業
ኃ
の
ଣ
ྞ
し
Ɓ
Ȉ
Ǐ
ン
ǳ
Ɲ
考
え

る
⺰
ƒ
の
ཨ
Ɯ
、
ੱ
員
業
ኃ
支
援
員
の
ዂ

আ
Ɲ
ვ
མ
に
ƙ
い
て
ො
Ƣ
る
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ዛ
॔
ྛ
഑
に
よ
る
農
ఢ
ᆾ
ᅇ
॔
を
ଲ

൛
さ
せ
る
た
ƶ
に
は
、
高
齢
ँ
に
よ
る
ೝ

　
　
教
員
の
事
務
的
業
務
を
支
援
す
る
ዂ
আ

が
あ
る
。
఺
務
か
ら
ጱ
れ
て
、
౤
ど
も
༥
と

ไ
す
る
時
間
が
生
ま
れ
本
጖
の
業
務
に
取
り

組
む
ƈ
と
が
で
き
る
。
配
置
を
ଙ
၀
す
る
。

　
　
ඳ
႕
ശ
理
ま
で
の
時
間
が
ଂ
め
ら
れ

て
い
る
。
地
域
ኜ
ู
が
ஃ
い
朝
倉
市
に
お

い
て
、
現
ඡ
で
は
௘
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
ᆵ
岡
県
Ɯ
は
഑
႕
の
ጦ
活
用
を
推
進

し
て
い
る
⺰
朝
ຘ
市
の
考
え
は
⺰

　
　
令
和
ĭ
年
度
の
ኅ
ൌ
༃
ይ
に
つ
い

て
、
ଙ
၀
を
進
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て
い
る
。

　
　
ೝ
ፐ
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੔
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験
の
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೺
会
೥
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೟
研
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会
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し
、
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に
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動画はこちら動画はこちら

動画はこちら

ශྃ಻೮ᇩƣཱུೆ඘ธᅏƝ
ഐ໾໴పƁਿƶƾǁǀ

ま    

ち

ȉ    

ジ

ፐ
者
の
ଲ
൛
໴
策
Ɓ
਼
ኃ
Ɯ
あ
る
⺰
こ
ǁ

ま
Ɯ
の
໴
策
は
⺰

し
⻔
ǈ
せ
ƙ

い

ƴ

Ə
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【定例会審議結果】 【定例会審議結果】

４か月間

６か月間
３か月前から

０．１
０．０５

戸籍（除籍）電子証明書提供用識別符号の発行

１．工事箇所　　朝倉市甘木２３２番地１ほか７筆
２．工事概要　　本庁舎棟新築工事
 　　　　　　　鉄筋コンクリート造免震構造６階建
 　　　　　　　延べ床面積　９，１２５．３５平方メートル
 　　　　　　　附属棟新築工事
 　　　　　　　鉄骨造２階建
 　　　　　　　延べ床面積　　　５５９．３２平方メートル
 　　　　　　　電気設備工事、機械設備工事、本庁舎昇降機
 　　　　　　　設備工事、敷地造成工事及び外構工事
３．工期　　　　令和６年１月から令和７年１１月まで
４．請負契約額　５７億７，５００万円
５．工事請負人　前田・才田・羽野特定建設工事共同企業体
 　　　　　　　代表構成員　前田建設工業株式会社九州支店
 　　　　　　　　　構成員　株式会社才田組
 　　　　　　　　　構成員　株式会社羽野組

※らくゆう館では、会場を「ホール」に変更しています。
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【定例会審議結果】 【定例会審議結果】

４か月間

６か月間
３か月前から

０．１
０．０５

戸籍（除籍）電子証明書提供用識別符号の発行

１．工事箇所　　朝倉市甘木２３２番地１ほか７筆
２．工事概要　　本庁舎棟新築工事
 　　　　　　　鉄筋コンクリート造免震構造６階建
 　　　　　　　延べ床面積　９，１２５．３５平方メートル
 　　　　　　　附属棟新築工事
 　　　　　　　鉄骨造２階建
 　　　　　　　延べ床面積　　　５５９．３２平方メートル
 　　　　　　　電気設備工事、機械設備工事、本庁舎昇降機
 　　　　　　　設備工事、敷地造成工事及び外構工事
３．工期　　　　令和６年１月から令和７年１１月まで
４．請負契約額　５７億７，５００万円
５．工事請負人　前田・才田・羽野特定建設工事共同企業体
 　　　　　　　代表構成員　前田建設工業株式会社九州支店
 　　　　　　　　　構成員　株式会社才田組
 　　　　　　　　　構成員　株式会社羽野組

※らくゆう館では、会場を「ホール」に変更しています。
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【行政視察】 【行政視察】

行
政
視
察
　
全
国
か
ら

千葉県議会（千葉県）

「豪雨災害対応について」

滝沢市議会（岩手県）

「豪雨災害・防災について」

朝
倉
市
の
取
組
が
、
全
国
२
地
の
議
会
か
ら
཯
ኬ
さ
れ
て
い
ま
す
。

松浦市議会（長崎県）

「ふるさと納税について」

　
国
の
指
導
に
基
ƚ
き
२
自
治
体

で
⻆
୰
੢
౮
設
等
ຳ
合
管
理
計
画
⻇

の
策
定
が
進
め
ら
れ
、
ྙ
ৼ
的
な

౽
࿾
を
も
っ
て
౮
設
の
更
ශ
f
統

჋
合
f
ྙ
೧
命
化
な
ど
を
計
画
的

に
ಲ
౮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ඡ

ੳ
の
中
、
ಽ
水
市
で
は
い
Ɩ
ວ
く

資
ౌ
等
の
ǲ
⺳
Ǫ
を
活
用
し
て
୰

੢
౮
設
の
ȉ
Ǹ
ǣ
Ȍ
Ȟ
ǳ
に
取
り

組
ƴ
、
市
が
管
理
す
る
ᆷ
෾
౮
設

の
維
持
管
理
業
務
に
つ
い
て
民
間

৫
業
と
Ĭ
年
間
の
ህ
উ
管
理
૚
ዃ

を
࿙
ଅ
し
て
い
ま
す
。

　
૚
ዃ
の
一
本
化
に
よ
り
職
員
が

他
の
業
務
へ
๔
Ⴊ
で
き
る
よ
う
に

な
る
ƈ
と
で
、
市
民
Ǡ
⺳
Ǿ
Ǥ
の

向

上

が

ৼ

໸

で

き

ま

す
。
ま

た
、

఍
や
か
な
ᆊ
ભ
合
対
ࣤ
が
可
能
に

な
る
ƈ
と
か
ら
Ꭱ
ਾ
ङ
所
の
ວ
ৼ

発
見
に
繋
が
り
、
安
全
な
౮
設
利

用
が
可
能
に
な
る
୲
ऐ
の
ஸ
い
事

業
で
す
。

　
朝
倉
市
で
も
、
၍
様
な
取
組
が

਼

務

と

思

わ

れ

ま

す
。
た

だ

し
、

༳
な
る
౮
設
の
維
持
管
理
だ
け
で

は
な
く
、
ȉ
Ǹ
ǣ
Ȍ
Ȟ
ǳ
ま
で
行

う
業
者
๰
定
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま

す
。
本

市

の

༶

ဴ

部

ാ

で

は
、

取
組
の
必
要
性
は
Ⴁ
ಡ
を
し
て
い

る
の
で
、
ಲ
౮
に
向
け
て
の
働
き

か
け
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
ဂ

原

市

で

は
、
Ⴚ

業

や

੗

業
、

自
๹
等
の
地
域
資
源
を
Ȁ
Ȗ
活
用

し
た
48
の
৑
୯
体
験
Ȃ
ロ
Ǜ
Ȕ
ム

を
ಲ
౮
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、

໣
く
の
৑
୯
資
源
が
あ
っ
た
も
の

の
、
ƈ
れ
ま
で
は
ǻ
Ȕ
ǻ
Ȕ
に
Ň

ŉ
し

て

い

ま

し

た
。
し

か

し
、
一

体
的
に
取
り
組
む
ƈ
と
で
、
発
ම

፛
が
強
化
さ
れ
、
ᆷ
෾
の
事
業
者

の

連

携

が

可

能

と

な

り

ま

し

た
。

ƒ
ƈ
か
ら
ශ
た
な
体
験
Ȃ
ロ
Ǜ
Ȕ

ム
も
ང
生
し
、
参
加
者
෾
の
増
加

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
で
は
、
体
験
Ȃ
ロ
Ǜ
Ȕ
ム

の
１
つ
で
あ
る
ਖ਼
市
඘
を
౽
ళ
し
、

ჱ
፛
あ
る
Ǧ
ȕ
の
様
౤
を
見
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
い
ǂ
い
ǂ
と

Ꭽ
を
ౙ
い
ま
し
た
。
৑
୯
資
源
が

ሟ
ᆏ
で
、
活
ਂ
が
あ
る
ま
Ɩ
で
す

が
、
၍
時
に
地
域
に
対
す
る
Ⴈ
い

思
い
を
持
っ
た
⻆
ǽ
ǳ
⻇
が
໣
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
৑
୯
の
ኬ
ઈ
と
な
る
よ
う
な
地

域
資
源
の
઻
り
਍
ƈ
し
は
、
৊
༳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ƈ
れ
ま
で
は
、

ౌ

業

や

ఋ

り

と

い

っ

た
⻆
コ

ǳ
⻇

や
⻆
ȍ
ǹ
⻇
に
ཧ
ኬ
し
が
Ɩ
で
し
た
。

　
し
か
し
、
ƈ
れ
か
ら
は
⻆
ǽ
ǳ
⻇

に
も
ཧ
ኬ
す
る
ƈ
と
で
、
ः
か
ǽ

Ȟ
ǳ
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
相
生
市
で
は
、
年
൛
人
୵
の
減

൛
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
౤

育
て
ࣤ
援
౮
策
⻆
11
の
ନ
⻇
と
し

て
Ň
ŉ
し

て

い

ま

す
。
೓

年

ශ

௛

世
໷
へ
の
ࡤ
住
支
援
か
ら
ౡ
ま
り
、

定
住
、
出
ౌ
、
౤
育
て
、
教
育
と
、

一
連
の
Ȕ
Ǐ
Ȁ
Ǥ
Ǳ
⺳
ǣ
に
合
わ

せ
た
Ȍ
Ƕ
⻞
⺳
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
内
在
住
者
で
も
住
༔
取

ၜ
ൕ
፱
ઞ
の
੉
ᆋ
、
੉
ඳ
費
ኅ
料

化
と
い
っ
た
支
援
は
、
朝
倉
市
で

は
行
っ
て
い
な
い
取
組
で
す
。

　
相
生
市
で
は
、
ఖ
ท
ଌ
全
化
に

取
り
組
む
थ
࿘
で
、
事
業
の
๰
༖

と
ആ
中
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ဴ
ഷ
は
、
⻆
な
Ƒ
、
౤
育
て
世
໷

の
ƴ
支
援
す
る
の
か
⻇
、
⻆
ஸ
፼
者

ᆵ
౵
Ǡ
⺳
Ǿ
Ǥ
が
後
༄
す
る
⻇
と

い
っ
た
ᄗ
ࣤ
が
大
き
か
っ
た
で
す

が
、
現
在
で
は
౑
成
の
意
見
が
໣

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
朝
倉
市
も
౤
育
て
、
ࡤ
住
定
住

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

相

生

市

で

は

੉

ඳ

費

ኅ

料

化

な

ど
、
一
ᇶ
၃
ƴ
௔
ん
だ
支
援
が
あ

り
ま
し
た
。
ఖ
源
を
生
ƴ
出
す
に

は
、
相
生
市
が
行
っ
て
い
る
⻆
๰

༖
と
ആ
中
⻇
に
よ
る
ఖ
ท
ࢥ
ࢪ
が

必
要
で
す
。
ያ
్
ణ
減
や
事
業
჋

౱
を
ᄔ
う
た
め
、
市
民
へ
の
説
明

と
၍
時
に
、
市
民
の
理
श
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
富
山
県
射
水
市
】

公
共
施
設
の
包
括
管
理

【
兵
庫
県
相
生
市
】

子
育
て
応
援
施
策「
11
の
鍵
」

こ
の
ほ
か
、
２
か
所
を
視
察
し
ま
し
た

【
富
山
県
朝
日
町
】
ノ
ッ
カ
ル
あ
さ
ひ
ま
ち
(
自
家
用
車
に
よ
る
公
共
交
通
)

【
富
山
県
小
矢
部
市
】
地
域
部
活
動
の
推
進 委

員
の
考
え
、
気
づ
き

委
員
の
考
え
、
気
づ
き

富山県射水市

兵庫県相生市

行政視察に行ってきました 総務文教常任委員会

環境民生常任委員会
こ
の
ほ
か
、
２
か
所
を
視
察
し
ま
し
た

【
愛
知
県
尾
張
旭
市
】
市
民
総
元
気
ま
る
事
業
・
健
康
づ
く
り
推
進
員

【
愛
知
県
瀬
戸
市
】
高
齢
者
世
話
付
住
宅
生
活
援
助
員
派
遣
事
業

【
愛
知
県
田
原
市
】

観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
「
た
は
ら
巡
り
〜
な
」

委
員
の
考
え
、
気
づ
き

愛知県田原市

常任委員会では年に一度、様々な行政課題に取り組む
先進地を視察しています。視察内容の一部を紹介します。 建設経済常任委員会

こ
の
ほ
か
、
２
か
所
を
視
察
し
ま
し
た

【
静
岡
県
磐
田
市
】
磐
田
市
お
せ
っ
か
い
支
援
事
業

【
静
岡
県
静
岡
市
】
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
蒲
原
及
び
新
規
就
農
支
援

い

ƴ

Ə

あ

い

お

い

お

や

Ʈ
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【行政視察】 【行政視察】

行
政
視
察
　
全
国
か
ら

千葉県議会（千葉県）

「豪雨災害対応について」

滝沢市議会（岩手県）

「豪雨災害・防災について」

朝
倉
市
の
取
組
が
、
全
国
२
地
の
議
会
か
ら
཯
ኬ
さ
れ
て
い
ま
す
。

松浦市議会（長崎県）

「ふるさと納税について」

　
国
の
指
導
に
基
ƚ
き
२
自
治
体

で
⻆
୰
੢
౮
設
等
ຳ
合
管
理
計
画
⻇

の
策
定
が
進
め
ら
れ
、
ྙ
ৼ
的
な

౽
࿾
を
も
っ
て
౮
設
の
更
ශ
f
統

჋
合
f
ྙ
೧
命
化
な
ど
を
計
画
的

に
ಲ
౮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ඡ

ੳ
の
中
、
ಽ
水
市
で
は
い
Ɩ
ວ
く

資
ౌ
等
の
ǲ
⺳
Ǫ
を
活
用
し
て
୰

੢
౮
設
の
ȉ
Ǹ
ǣ
Ȍ
Ȟ
ǳ
に
取
り

組
ƴ
、
市
が
管
理
す
る
ᆷ
෾
౮
設

の
維
持
管
理
業
務
に
つ
い
て
民
間

৫
業
と
Ĭ
年
間
の
ህ
উ
管
理
૚
ዃ

を
࿙
ଅ
し
て
い
ま
す
。

　
૚
ዃ
の
一
本
化
に
よ
り
職
員
が

他
の
業
務
へ
๔
Ⴊ
で
き
る
よ
う
に

な
る
ƈ
と
で
、
市
民
Ǡ
⺳
Ǿ
Ǥ
の

向

上

が

ৼ

໸

で

き

ま

す
。
ま

た
、

఍
や
か
な
ᆊ
ભ
合
対
ࣤ
が
可
能
に

な
る
ƈ
と
か
ら
Ꭱ
ਾ
ङ
所
の
ວ
ৼ

発
見
に
繋
が
り
、
安
全
な
౮
設
利

用
が
可
能
に
な
る
୲
ऐ
の
ஸ
い
事

業
で
す
。

　
朝
倉
市
で
も
、
၍
様
な
取
組
が

਼

務

と

思

わ

れ

ま

す
。
た

だ

し
、

༳
な
る
౮
設
の
維
持
管
理
だ
け
で

は
な
く
、
ȉ
Ǹ
ǣ
Ȍ
Ȟ
ǳ
ま
で
行

う
業
者
๰
定
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま

す
。
本

市

の

༶

ဴ

部

ാ

で

は
、

取
組
の
必
要
性
は
Ⴁ
ಡ
を
し
て
い

る
の
で
、
ಲ
౮
に
向
け
て
の
働
き

か
け
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
ဂ

原

市

で

は
、
Ⴚ

業

や

੗

業
、

自
๹
等
の
地
域
資
源
を
Ȁ
Ȗ
活
用

し
た
48
の
৑
୯
体
験
Ȃ
ロ
Ǜ
Ȕ
ム

を
ಲ
౮
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、

໣
く
の
৑
୯
資
源
が
あ
っ
た
も
の

の
、
ƈ
れ
ま
で
は
ǻ
Ȕ
ǻ
Ȕ
に
Ň

ŉ
し

て

い

ま

し

た
。
し

か

し
、
一

体
的
に
取
り
組
む
ƈ
と
で
、
発
ම

፛
が
強
化
さ
れ
、
ᆷ
෾
の
事
業
者

の

連

携

が

可

能

と

な

り

ま

し

た
。

ƒ
ƈ
か
ら
ශ
た
な
体
験
Ȃ
ロ
Ǜ
Ȕ

ム
も
ང
生
し
、
参
加
者
෾
の
増
加

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
で
は
、
体
験
Ȃ
ロ
Ǜ
Ȕ
ム

の
１
つ
で
あ
る
ਖ਼
市
඘
を
౽
ళ
し
、

ჱ
፛
あ
る
Ǧ
ȕ
の
様
౤
を
見
せ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
い
ǂ
い
ǂ
と

Ꭽ
を
ౙ
い
ま
し
た
。
৑
୯
資
源
が

ሟ
ᆏ
で
、
活
ਂ
が
あ
る
ま
Ɩ
で
す

が
、
၍
時
に
地
域
に
対
す
る
Ⴈ
い

思
い
を
持
っ
た
⻆
ǽ
ǳ
⻇
が
໣
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
৑
୯
の
ኬ
ઈ
と
な
る
よ
う
な
地

域
資
源
の
઻
り
਍
ƈ
し
は
、
৊
༳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ƈ
れ
ま
で
は
、

ౌ

業

や

ఋ

り

と

い

っ

た
⻆
コ

ǳ
⻇

や
⻆
ȍ
ǹ
⻇
に
ཧ
ኬ
し
が
Ɩ
で
し
た
。

　
し
か
し
、
ƈ
れ
か
ら
は
⻆
ǽ
ǳ
⻇

に
も
ཧ
ኬ
す
る
ƈ
と
で
、
ः
か
ǽ

Ȟ
ǳ
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　
相
生
市
で
は
、
年
൛
人
୵
の
減

൛
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
౤

育
て
ࣤ
援
౮
策
⻆
11
の
ନ
⻇
と
し

て
Ň
ŉ
し

て

い

ま

す
。
೓

年

ශ

௛

世
໷
へ
の
ࡤ
住
支
援
か
ら
ౡ
ま
り
、

定
住
、
出
ౌ
、
౤
育
て
、
教
育
と
、

一
連
の
Ȕ
Ǐ
Ȁ
Ǥ
Ǳ
⺳
ǣ
に
合
わ

せ
た
Ȍ
Ƕ
⻞
⺳
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
内
在
住
者
で
も
住
༔
取

ၜ
ൕ
፱
ઞ
の
੉
ᆋ
、
੉
ඳ
費
ኅ
料

化
と
い
っ
た
支
援
は
、
朝
倉
市
で

は
行
っ
て
い
な
い
取
組
で
す
。

　
相
生
市
で
は
、
ఖ
ท
ଌ
全
化
に

取
り
組
む
थ
࿘
で
、
事
業
の
๰
༖

と
ആ
中
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ဴ
ഷ
は
、
⻆
な
Ƒ
、
౤
育
て
世
໷

の
ƴ
支
援
す
る
の
か
⻇
、
⻆
ஸ
፼
者

ᆵ
౵
Ǡ
⺳
Ǿ
Ǥ
が
後
༄
す
る
⻇
と

い
っ
た
ᄗ
ࣤ
が
大
き
か
っ
た
で
す

が
、
現
在
で
は
౑
成
の
意
見
が
໣

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
朝
倉
市
も
౤
育
て
、
ࡤ
住
定
住

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

相

生

市

で

は

੉

ඳ

費

ኅ

料

化

な

ど
、
一
ᇶ
၃
ƴ
௔
ん
だ
支
援
が
あ

り
ま
し
た
。
ఖ
源
を
生
ƴ
出
す
に

は
、
相
生
市
が
行
っ
て
い
る
⻆
๰

༖
と
ആ
中
⻇
に
よ
る
ఖ
ท
ࢥ
ࢪ
が

必
要
で
す
。
ያ
్
ణ
減
や
事
業
჋

౱
を
ᄔ
う
た
め
、
市
民
へ
の
説
明

と
၍
時
に
、
市
民
の
理
श
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
富
山
県
射
水
市
】

公
共
施
設
の
包
括
管
理

【
兵
庫
県
相
生
市
】

子
育
て
応
援
施
策「
11
の
鍵
」

こ
の
ほ
か
、
２
か
所
を
視
察
し
ま
し
た

【
富
山
県
朝
日
町
】
ノ
ッ
カ
ル
あ
さ
ひ
ま
ち
(
自
家
用
車
に
よ
る
公
共
交
通
)

【
富
山
県
小
矢
部
市
】
地
域
部
活
動
の
推
進 委

員
の
考
え
、
気
づ
き

委
員
の
考
え
、
気
づ
き

富山県射水市

兵庫県相生市

行政視察に行ってきました 総務文教常任委員会

環境民生常任委員会
こ
の
ほ
か
、
２
か
所
を
視
察
し
ま
し
た

【
愛
知
県
尾
張
旭
市
】
市
民
総
元
気
ま
る
事
業
・
健
康
づ
く
り
推
進
員

【
愛
知
県
瀬
戸
市
】
高
齢
者
世
話
付
住
宅
生
活
援
助
員
派
遣
事
業

【
愛
知
県
田
原
市
】

観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
「
た
は
ら
巡
り
〜
な
」

委
員
の
考
え
、
気
づ
き

愛知県田原市

常任委員会では年に一度、様々な行政課題に取り組む
先進地を視察しています。視察内容の一部を紹介します。 建設経済常任委員会

こ
の
ほ
か
、
２
か
所
を
視
察
し
ま
し
た

【
静
岡
県
磐
田
市
】
磐
田
市
お
せ
っ
か
い
支
援
事
業

【
静
岡
県
静
岡
市
】
ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
蒲
原
及
び
新
規
就
農
支
援

い

ƴ

Ə

あ

い

お

い

お

や

Ʈ
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員
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令
和
ĭ
年
１
月

12
႘
、
ਵ
喜
਺
ᇱ

育
所
で
⻆
も
ƅ
ら

໫
Ɩ
⻇
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

地
ત
コ
Ȋ
⻞
Ƕ

Ǳ
⻘
の
ॉ
さ
ん
の

協
፛
に
よ
り
作
成

し
た
ጵ
Ⴣ
な
⻆
も

ƅ
ら
໫
Ɩ
ሲ
⻇
を

ౚ
っ
て
、
౤
ど
も

た

Ɩ

は

地

ኜ

を

し
っ
か
り
༣
い
て

大
は
し
⻓
ƃ
。

ƈ
れ
で
、
ୖ
ை
ሟ

ඣ
f
ऌ
内
安
全
は

間
࡫
い
な
し
。

令
和
Ĭ
年
11
月
12

႘
、
秋
月
ᄥ
成
ጵ
ī

ħ
ħ
年
਋
Ⴊ
の
ಠ
࿳

に
て
、
ढ़
ᆦ
者
も
見

守
る
中
、⻆
፟
流
抱
え

大
္
⻇
の
࣏
ᆦ
が
ᄼ

᎔
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
ྡ
し

い
重
さ
ዃ
30
Ӆ
の
大

္
か
ら
の
発
ಽ
ࣿ
と

ඃ
ૼ
は
、
ჱ
፛
ተ
࿾

で
し
た
。

ᇱ
ໜ
会
の
ॉ
さ
ま
、

お
ᅀ
れ
さ
ま
で
し
た
。
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【一般質問追跡】

a፭ᎬĭႩīଈƣཨॺ஑ශႚ生ƀƾb市ၾျࡴƣශƌŹฑᆴǇ၏ႚƎǀƈƝƠƟƿƳƌƔcഌ጖

ƣཌྷ൅ዿƣતᇠǇƟƄƌbǤȔǮǚǤƹǤǖ|ǳƟƞbಛዡƠຎƴ஽ǄƐƁƜƂƳƎcƟſb፭

ᎬĭႩဗƀƾ፭ᎬįႩဗƳƜƤbࡤபৼ৖Ɲƌƛ੊ฑᆴƣཧዿƷईႷƜƎc

ೂवගฒƣᇥዴbಲ໺Ơ৕ƴཨॺ஑ྙवbཨॺ஑Ňŋĸ့ƣ၌୶

Ʒइታƌ໴ࣤƌƛŹƂƔŹc

ཨॺ஑ƣฑᆴƠƙŹƛbǤǖ|ǳƭƣ࿑உশƟƞƁŷǀc౤ƞƷ

ƔƖƣ໣ዻตbଵఓƣฑᆴƣ৿ႷตƠƙŹƛƞƣƽŻƠணŽƛŹ

ǀƀc�፭ᎬĩႩ �� ଈ࿊፯व�

aਢवƜƣࡴᄤಱኴƁ
市ทƠƞŻᄗࢭƊǁƔƀc
ƒƣଢ଼ǇྩŹƳƎc

次回定例会の予定

２月２２日開会日
２月２８日～３月１日一般質問

３月１日議案質疑

３月７日～１３日特別委員会
３月４日～６日常任委員会

３月１９日閉会日 

※２月１６日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

梅
の
開
花
だ
よ
り
が
各
地

か
ら
届
き
始
め
る
今
日
こ
の

頃
、
我
が
家
で
は
冷
蔵
庫
が

故
障
し
て
し
ま
い
、
て
ん
て

こ
舞
い
の
状
況
で
し
た
。
寒

い
時
期
だ
っ
た
の
が
、
せ
め

て
も
の
救
い
で
す
。

何
に
し
て
も
、「
予
兆
」
は

見
逃
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

早
め
早
め
の
対
策
を
。

く
ま
も
と

ま
さ
ひ
ろ

と
く
な
が

ひ
で
と
し

ひ   

の

や
す
の
ぶ

い
い  

だ

い
し  

い

さ
な
え

せ
い
じ

わ
た
な
べ

つ
よ
し

委
員
長
　
　
熊
本
　
正
博

副
委
員
長
　
徳
永
　
秀
俊

委
員
　
　
　
渡
辺
　
　
毅

委
員
　
　
　
飯
田
　
早
苗

委
員
　
　
　
石
井
　
清
治

委
員
　
　
　
日
野
　
泰
信

表
紙
の
風
景

議
員
の
１
枚

P２P６

P４P14

定
例
会
概
要

一
般
質
問

常
任
委
員
会

行
政
視
察
報
告

会඘g೷ଈཨॺ஑ǛȔǑȞǴ

あ
さ
く
ら

市
議
会
だ
よ
り

令
和
６
年

２
.1

N
o.72
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